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[はじめに] 無機半導体材料である 3 元タリウム化合物は、光照射により局所的かつ巨大な変形が生じる

光誘起変形現象を有し[1]、その変形量は、μmオーダーに達していることから[2]、本現象を利用した光駆

動アクチュエーター等への応用が期待できる。それに加えて、本現象の局所的な表面形状変化は大きな

弾性歪を発生させ、光弾性効果による屈折率変化をもたらすことから、光駆動の光変調器や偏光制御器

等、光学応用への可能性も有している。本研究では、3元タリウム化合物における光照射による光学定数

（複屈折及び屈折率主軸方位）変化の 2次元空間分布を明らかにすることを目的とした。 

[実験] 試料として3元タリウム化合物の一種であるTlInS2のバルク単結晶を用い(001)面を測定面とした。

実験では、半導体 CW レーザー（波長：408 nm）を光変形誘起用のポンプ光として用いた。光学定数測

定には、透過配置のイメージングミュラー行列ポラリメーター[3]を用いて、ポンプ光照射時の(001)面内

の複屈折および主軸方位の変化について 2D イメージング計測を行った。 

[結果と考察] 30mW の光を照射した際の複屈折変化量(∆𝑛𝑥𝑦)の(001)面内分布を Fig. 1 に示す。ポンプ光

照射領域の周囲で複屈折が小さくなる領域（青色）が帯状に見られ、その周囲に複屈折が大きくなる領域

（赤色）が見られた。また、ポンプ光照射領域の中心付近では、複屈折の変化量が小さくなっていた。シ

ミュレーション計算結果との比較から、青色の帯の方位は、TlInS2の屈折率楕円体の主軸方位を表してお

り、また、帯状の領域が現れるのは、光弾性係数の異方性に起因するものであることがわかった。複屈折

及び主軸方位の変化量(∆𝜃𝑓)の最大値はポンプ光強度増大に伴い増大していた（Fig.2）。これは、光強度増

大により光誘起変形量も増大し、試料内の弾性歪が大きくなることに起因している。 

本研究で、TlInS2の光照射時の光学特性（複屈折と主軸方位）変化の面内分布を明らかにし、また、試

料内で発生した光照射による弾性歪分布と光学定数変化の関係を明らかにすることが出来た。 
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Fig.1 ポンプ光（30mW）照射時の(001)面内の

複屈折変化(∆𝑛𝑥𝑦)分布 

Fig.2複屈折(∆𝑛𝑥𝑦)及び主軸方位(∆𝜃𝑓)変化量の

ポンプ光強度依存性 
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